
 
令和５年１０月１０日１４時００分 

近 畿 地 方 整 備 局 

紀 の 川 ダ ム 統 合 管 理 事 務 所 

 

大滝ダム１０周年記念行事 １１月１９日開催 
～水源地川上村が生み出す ダム・水・未来～ 

 

 大滝ダム管理開始１０周年という節目を記念し、「ダムとダム水源地のこれから」や、 
「大滝ダムが果たしてきた役割」、「ダム水源地川上村の魅力」を未来を担うみなさんに伝えて
いくとともに、継続的な湖面活用と持続的な地域振興に繋げていくことをみなさんと考える機
会として、１０周年記念行事を開催します。 

 
１．開催日時 令和５年１１月１９日（日） １０：００～１２：３０ （メイン会場） 

                       １４：００～１９：３０ （サテライト会場） 
 
２．開催場所 ○メイン会場：やまぶきホール（奈良県吉野郡川上村大字迫１３７４－２） 

（第１部）   管理開始１０周年記念式典 
（第２部）   パネルディスカッション「湖面活用による今後の地域振興の展望」 

      ※メイン会場来場者には、「大滝ダム 10th・黒部ダム 60th 合同周年記念
ダムカード」等をプレゼント。（会場の席数には限りがあります。） 

 
○サテライト会場：大滝ダム（奈良県吉野郡川上村大滝） 

            11/11（土）大滝ダム見学会 １０：００～、ライトアップ１７：３０～、終了１９：３０ 
            11/19（日）大滝ダム見学会 １４：００～、ライトアップ１７：３０～、終了１９：３０ 
 

※メイン会場、サテライト会場ともに入場無料・申込不要です。詳細は別紙チラシをご覧下さい。 

 
３．主  催  大滝ダム１０周年アニバーサリープロジェクト実行委員会 
         （紀の川ダム統合管理事務所、川上村） 
 
４．取  材  報道関係者で取材を希望される方は１１月２日（木）までに別紙「取材申込書」にて

メールでお申し込み下さい。 
 
＜取扱い＞   
 
＜配布場所＞ 近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ、 

        奈良県政・経済記者クラブ、五條市政記者クラブ 

        和歌山県政記者クラブ、和歌山県地方記者クラブ、和歌山県政放送記者クラブ 
 
＜問合せ先＞国土交通省 近畿地方整備局 紀の川ダム統合管理事務所 
                  副所長   沖津 洋一（おきつ よういち）（内線202） 
                  電話 ０７４７－２５－３０１３（代表） 

 



 
 

 
別紙申込書 

「大滝ダム１０周年アニバーサリープロジェクト」 
取材申込書 

 
取材を希望される方の「氏名（ふりがな）・ご所属（会社名）・電話番号・ 
メールアドレスをメール本文に記載のうえ、１１月２日(木)までに下記のアドレスまで送
信して下さい。 
※件名に、「大滝ダム１０周年取材」と記載して下さい。 

メールアドレス：kkr-otayori-kinoto@gxb.mlit.go.jp 

 
 
【備考】 
•お手数ではございますが、メール送信後、受信確認のため下記の【受信確認先】

までご連絡下さい。 
 
【受信確認先】 

近畿地方整備局 紀の川ダム統合管理事務所 総務課 ＴＥＬ：０７４７－２５－３０１３ 
 

ふりがな ※必須   

お名前  ※必須   

ご所属（会社名） ※必須  

ご連絡先（ＴＥＬ） ※必須  

ご連絡先（ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ） ※必須  

ご同行者 
ふりがな  

お名前      

開催日    場所 内容 希望日に○ 

11 月 11 日（土） サテライト会場 ダム見学会・ライトアップ  

11 月 19 日（日） メイン会場 10 周年記念式典  

11 月 19 日（日） サテライト会場 ダム見学会・ライトアップ  









雨の少ない時期（非洪水期：10/16～翌6/15）
に、川に棲む生物や川が本来持っている環境に
影響が出ないよう下流に向けて放流することで
川が持っている環境を保全。

大滝ダムからの河川水補給を利用し、直下の
関西電力（株）大滝発電所において、最大出力
10,500kWの発電に利用される水を供給。

大滝ダムからの河川水補給を利用し、直下の
関西電力（株）大滝発電所において、最大出力
10,500kWの発電に利用される水を供給。

参考：大滝ダムの役割


